
（参考様式２－１）
抵当権設定解除の見込みの有無に係る確認書（建物）
令和６年度障がい福祉関連施設整備に関する募集にあたり、下記事項を確認のうえ提出します。

記

１．施設関係（建物関係）

（１）施設整備補助金申請の有無

□開設事業者として選定された場合、施設整備補助金を申請し施設整備を行う。

□開設事業者として選定された場合、施設整備補助金を申請せず、施設整備を行う。

（２）施設整備の有無


□建物を新築　　　□既存建物を改築　　　□既存建物を改修　　　□既存建物を使用

（３）（２）で「既存建物を使用する」場合、令和６年９月１日現在の抵当権設定の有無


□抵当権設定がない。


□抵当権設定がある。　　金額　　　　　　　　　　　　円

□根抵当権設定がある。　金額　　　　　　　　　　　　円
（４）（３）で「抵当権設定がある」や「根抵当権設定がある」場合、解除の見込みの有無


□解除の見込みがある。


□解除の見込みがない。

（５）（４）で「解除の見込みがある」場合にはどのように解除するかその手順について、また「解除の見込みがない」場合にはその理由を記載してください。

	


（６）施設整備を行うにあたり、金融機関から資金の借り入れの有無と抵当権設定予定の有無


□借り入れ予定はない。


□借り入れ予定だが当該建物に抵当権を設定されることはないことを金融機関に確認した。


□借り入れ予定だが当該建物に抵当権を設定せず、別の不動産を担保に借り入れる予定である。


□借り入れ予定で、当該建物に抵当権を設定予定である。


□借り入れ予定で、当該建物に根抵当権を設定予定である。


□金融機関でない個人、法人からの借り入れ予定である。

（７）（６）で金融機関から借り入れ、補助金を申請し、当該建物に抵当権を設定予定の場合は抵当権が実行された場合に補助金返還が必要になることについて金融機関への確認の有無


　□金融機関へ確認した。


　□金融機関へ確認していない。

　上記について、相違ありません。　

令和　　年　　月　　日

住　所　

法人名

代表者名 　　　　　　　　　　　　　

（参考様式２－２）
抵当権設定解除の見込みの有無に係る確認書（土地）
令和６年度障がい福祉関連施設整備に関する募集にあたり、下記事項を確認のうえ提出します。

記

１．用地関係（土地関係）

（１）令和６年９月１日現在の抵当権設定の有無


□抵当権がない。


□抵当権設定がある。　　金額　　　　　　　　　　　　円

□根抵当権設定がある。　金額　　　　　　　　　　　　円
（２）（１）で「抵当権設定がある」や「根抵当権設定がある」場合、解除の見込みの有無


□解除の見込みがある。


□解除の見込みがない。

（３）（２）で「解除の見込みがある」場合にはどのように解除するかその手順について、また「解除の見込みがない」場合にはその理由を記載してください。

	


（４）施設整備を行うにあたり、金融機関から資金の借り入れの有無と抵当権設定予定の有無


□借り入れ予定はない。


□借り入れ予定だが当該土地に抵当権を設定されることはないことを金融機関に確認した。


□借り入れ予定だが当該土地に抵当権を設定せず、別の不動産を担保に借り入れる予定である。


□借り入れ予定で、当該土地に抵当権を設定予定である。


□借り入れ予定で、当該土地に根抵当権を設定予定である。


□金融機関でない個人、法人からの借り入れ予定である。

（５）施設整備後の当該土地に抵当権または根抵当権を設定することはできないことの確認


　□了承している。


　□了承できない。

　上記について、相違ありません。　

令和　　年　　月　　日

住　所　

法人名

代表者名 　　　　　　　　　　　　　

